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ベ ル ナ ノ ス と ドー ル ヴ ィイ

一 〈秘密〉の機能

野 村 知佐子

ベルナ ノスは影響関係 につ いて語 る ことの少なか つた作 家であ るが,そ れで

も彼の友人 であ つた作家 ヴァレリー ・ラ ドは,ベ ルナ ノスが影響 を受 けた作家

のひと りと してバ ルベー ・ドール ヴィイの名を挙 げて いる1)。 ベルナノス自身

も,処 女作 『悪魔 の陽の下 に』 の出版直後,ル フェーブルの イ ンタ ビューのな

か で,「 偉大なバ ルベー」 は強 く完壁 な魂 のなかに喉まで一杯 に地獄 の情念 を

注 ぎこんだ と述 べて いる2)。 また アルベール ・ベガ ンは,『 魔 性の女 たち』 の

なかの 「地獄 とは窪ん だ空 の ことです」 とい う一節 を とりあ げ,「 罪 の世 界 と

は,ち ょうど暗 くて深 い淵 に映 る景色 の影 のよ うに,恩 寵 の世界 に相対 してい

る」 とい う 『田舎司祭の 日記』 の文が,こ の一節 にたいす る説明 と もいえ るほ

ど,双 方 の作家 は本質 的 な類 似点 を もつ と指摘 して い る3)。 と ころで キル ケ

ゴールによる と,キ リス ト教 にお ける罪の有害 さは他 との コ ミュニケーシ ョン

を阻 み,個 人 を孤 立 させ る ことにあ る とい う4)。 ベル ナ ノスの作 品 と ドr一ル

ヴィイのそれ との決定的 な相違点 とは,こ の閉塞状 態か らの突破 口の存在が感

じられ るか否 かにある と思 われる。 そのような問題意識 に立 ち,本 稿 では,両

者の閉塞 状態の何 た るかを比較す るに適 して いると思われ るベルナ ノスの最後

の小説 『ウィー ヌ氏』 と ドールヴ ィイの 『名前 のない物語』 を とりあげ る5)。

1

ベルナノスの作品世界において,秘 密 というものが重要な機能を担つている

ことは断るまで もないが,こ の秘密が機能するためにはなによりもまず他者の

存在が必要である。罪に苦 しむ単独者がその罪か ら解放され神を見いだすの

は,彼 が自身の秘密を真の他者に伝達するときだからである。たとえば 『悪魔

の陽の下に』においては,主 人公ムーシェットが愛人である侯爵を殺害 したと

[47]
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いう事実を2番 目の愛人ガレに告白 したとき,ガ レは彼女の秘密を共に担うこ

とを恐れ,そ の殺人を彼女の妄想 と見なす。そしてムーシェットの秘密は ドニ

サン神父との出会いによって初めて救済 という機能を発揮するのである。 これ

にたいして 『ウィーヌ氏」は秘密がいっさい機能 しない作品である。殺人 とい

う罪を犯 しながらも,そ れを自身の秘密として認識できないウィーヌ氏はすべ

ての恩寵を拒まれた状態について,つ ぎのように語る

「水……,純 粋な水……」 とウィーヌ氏はほとんど聞きとれない声でくりかえした。

「純粋なのではない,味 がな く,色 もなく,冷 たくも熱 くもない水だ……どんな寒さ

もそれを凍らせることはできないし,ど んな火 も蒸発させることができない。 この水

をだれが私といっしょに飲んでくれるだろうか?鋼 もこれほど硬くはないし,鉛 も

これほどの密度をもたない。 どんな金属 もこれを腐食させることはできないだろう。

この水は言葉の正確な意味で純粋なのではない,そ うではなく無疵で,変 質すること

がなく,ダ イヤモンドの鏡のようになめらかなのだ。そして私の乾 きはこの水に似て

いる。私の乾 きとこの水とは同 じものなのだ」[1556]

「無疵で,変 質することがな く,ダ イヤモンドの鏡のようになめらか」 という

形容か ら連想されるものは完結性である。 ところでキルケゴールは,キ リスト

教における罪の有害 さとは個人を孤立させ,他 者との交流を阻害することであ

ると述べている。 さらに彼は,罪 の反対概念とは自由であるとし,罰 を通 じて

人は罪か ら解放されるとする6)。つまり罪の有害さとは人を閉塞状態にさせる

ことであり,こ の状態 は罰が罪を裁 くにいたるまで存続するということであ

る。 ウィーヌ氏がすべての恩寵か ら引き離された状態にあるのは,彼 が罰に直

面できないからである。 これは彼が自分の犯 した罪に痛みを感 じないためであ

るといえよう。 この無感覚さは,罪 が彼を疵つけなかったことを意味するもの

である。 したが って悪魔的なものの一側面とは,何 物にも疵つけられることが

ない完壁さを有するということができる。

ではベルナノス同様,罪 による閉塞状態を描 くドールヴィイの作品に,ベ ル

ナノス的な意味での秘密は存在 しているのだろうか。『名前のない物語』で リ

キュルフ神父によって強姦されたラステニーは死産児を生む。娘の妊娠を知つ

たとき,フ ェルジョル男爵夫人はなんとかしてその秘密を聞きだそうとする。

しか し娘の秘密を暴こうとする母親の試みはすべて無駄に終わる。なぜならそ

れはそもそも秘密ではないからである。ベルナノス的な意味での秘密とは罪の

結果ではな く,そ の源である。それは密かに本人の意志のもとに始められ,ひ
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とつの行為によって終結する。つまり文字どおり秘あごとであるといえよう。

しかるにラステニーはリキュルフ神父によつて強姦された。 ここには本人の意

志が欠けている。 しか もそれは夢遊歩行中に行われた行為であるだけになおさ

ら彼女は責任を問われることがない。 ラステニーにとって妊娠とは単なる不可

解にすぎないのである。 この事実は彼女の無垢 さをなん ら損なうものではな

い。彼女は無垢という意味において完結 した,疵 をもたぬ存在であるというこ

とができる。ただ しラステニーに救いが訪れぬことを思えば,疵 をもたぬ完結

した存在とは,け っして肯定的に解釈 されるものではないのは断るまでもなか

ろう。

このようにウィーヌ氏とラステニーは疵のない存在であるという点において

共通 している。 しか しウィーヌ氏 という最 も悪魔的な人物が 「わたしには秘密

が必要なのだ」[1555]と 口に したとき,そ れによつて秘密の重要性はいや増

すということができる。ベルナノスが秘密の生成過程と機能を分析することが

できたのは,そ れが人間の内面に生 じる疵であるたあではないか。また,疵 で

あるか らこそ他者にたい して秘密を告白したいという欲求が生まれるといえる

だろう。ウィーヌ氏 という人物が内的独白をもたないということは,二 重の意

味で彼が秘密を疵として認識できないことの現れではないか。ベルナノスの作

品では,す でに読者の目には明らかである登場人物の抱える秘密が,作 中の他

者に伝達されうるか否かをめぐつて物語は展開するといっても過言ではあるま

い。そ して 『ウィーヌ氏』のなかで語 られているのは秘密の不在ではなく,そ

の機能の停止であるといえよう。 これにたいして,ラ ステニーの妊娠とは直接

的には彼女になんの責あもない。 したがってその事実は彼女の秘密にはなりえ

ない。つまり秘密の不在が描かれているといえよう。ではこの秘密の機能停止

と不在 は,双 方の作家の作品にどのように反映 しているであろうか。ラステ

ニーと,彼 女同様母親のために閉塞的な環境で生 きることを強いられている

『ウィーヌ氏』のステイニーとを比較検討 したい。

2

『ウィーヌ氏』 と 『名前 のない物 語』 は,と もに不在 の人 間を巡 つて展 開 さ

れ る。 ク ロー ド=エ ドマ ン ド・マニー も指摘す るよ うに,『 ウ ィーヌ氏』 のス

テ ィニーの生 は不在 の父親 によ って支配 され ている7)。 戦争 で記憶 を喪失 した

彼の父親 フィ リップは,そ のまま家族 の もとへ帰 つて来 なか つた。 ステ ィニー
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は,荒 々しい性格の父に苦 しめられていた母と,不 遇な環境で苦汁を嘗あてき

たため男性を深 く憎悪するにいたつた家庭教師の ミスとのあいだで暮 らしてい

る。 これにたいして 『名前のない物語』の女主人公であるフェルジョル男爵夫

人は熱愛する夫を早 くに亡 くした悲 しみのなかに閉じこもって生きている。一

方は夫への憎悪,他 方は夫への愛と,エ ネルギーの方向は逆であつても,母 親

のなかで父親の不在は強 く意識されており,そ れが子供の内面に影を落として

いる。

つ ぎの引用文はウィーヌ氏に出会 つた後のスティニーの思いである一

今では生け垣に囲まれたあの家のなんと遠いことか!つ い昨日まで,お そらくは

今朝 もまだ彼はあの家を憎んでいると思つていた。今なら彼はなんの悔恨 もなしにそ

こへ帰るだろう,そ こで暮 しさえするだろう,い つでも出発の準備のできている旅人

として,自 分の孤独な確かな秘密を掌中にして。彼の待 つていたものはやつてきた。

何週間 も何週間も前から それは大人の数年間よりもずっと長いものだった 彼

はそれと知 らずにすでに自由だつたのだが,習 慣から,魂 のない家のまわりで日まし

に広がるひとつの円を描きつづけていたのである。 この円を断ち切るには見知 らぬ手

による合図さえあればよかったのだ。いやおそらくそれさえ必要なかったであろう。

[1418-1419]

J・P・ ヴァン・サンタンは,ベ ルナノスの作品世界において円環運動とは閉

塞であり,悪 魔的なイマージュのひとつであるというが8),こ こでも 「魂のな

い家」 とは,自 分たちの安穏な生活を守るために2人 の女が作り上げた欺隔に

満ちた閉塞状態である。この欺隔に気づいたスティニーは,家 のまわりに 「日

ましに広がるひとつの円を描きつづけ」ながら,そ の圏内から抜け出すことを

切望 していた。スティニーという名は家庭教師の ミスがイギ リス小説からとっ

て彼につけた仇名であり,彼 の本名は父と同 じくフィリップである。2度 と夫

を面前に見たくないという女主人の思いを熟知 している彼女は,息 子 フィリッ

プに実在 しない者の名をあたえることによつて,彼 の男性 としての属性を解体

しようとしているかのようである。彼女たちの行為の動機はスティニーの父親

の存在 という疵である。「君 はあまりにも長いこと君の心のなかに死者のため

の場所をあけすぎたんだ」[1387]と いうギ ョームの指摘をまつまで もなく,

母親たちにたいするスティニーの反抗の動機 もまた,父 親 フィリップの不在と

いう疵なのである。そ してスティニーが母親の欺隔に気づいたのは,彼 女が夫

によつて受けた疵のためであるとすれば,彼 は母親の疵のなかに反抗の足がか
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りを見いだすことができたのだといえよう。彼が師を呼び求めたのもまた,父

なるものを求める行為である。だからこそ彼は出会うべ くしてウィーヌ氏に出

会 つたといえるのではないか。 この老人がスティニーの求あていた人物である

ということは,彼 が少年のことを本名のブイリップで呼び,「君をスティニー

などという愚劣な名前で呼ぶ ことに私は耐え られない」[1362]と わざわざ口

にすることにも現れている。スティニーにとつてウィーヌ氏は父なるものであ

るばかりでなく,少 年 自身が父から受けついだものを呼びさます人間なのであ

る。このように秘密=疵 は閉塞状態か らの突破口となりうるのである。一方,

夫の死を悲 しむ母親からほとんど忘れ られた状態のラステニーはいつも館の階

段にぼんやりとうずくまっていた一

彼女はそこでいつまでもそうしていた。ほおづえをつき,肘 は膝の上においた,心 に

悲 しみをもつ者に定められたおなじみのあの態度で。アルブレヒト・デューラーの天

才をもつてすれば,彼 の 『メランコリー』にそれをあてはめるにはそれほどの努力を

要 しなかったであろうあの しぐさで。そして彼女はほとんど放心と夢想のうちにそこ

で じつとしていた。まるで彼女の運命がその恐ろしい階段を上 り下りするのを見つめ

ているかのように。なぜなら過去が亡霊をもつように未来 もまたその亡霊をもつてい

る.そ しておそらく,我 々のほうにやつて来るものは,戻 つてくるものよりも悲しみ

に満ちているのだ.[A.284]

階段に座 つて,過 去や未来が立ち現れては消えるのを見つめているラステニー

は,純 粋な観念の世界を復つているといえよう。『魔性の女たち』のひとつで

ある 『ホイス ト・ゲームのカー ドの裏側』に,「換気口から覗 き見た地獄の方

が,仮 に一望のもとにその全体像を眺めたときよりも,恐 ろしいにちがいない

と思 うからだ」[A.133]と いう言葉がある9)。現実に生起 した事件がいかに苛

酷なものであれ,そ の全貌が一望されるとき,そ の事実はそれ以上のものには

なりえない。 しか しある事実にかんして,「換気口から覗 き見 た」 ほどの情報

しかあたえられないとき,人 はその情報の不十分さゆえにかえつて想像力をか

きたてられ,恐 怖を募 らせることはいうまでもなかろう。 しかるに外部の世界

から完全に隔絶されたラステニーは,自 分が父親の不在のなかに生 きていると

認識するたあの情報さえあたえられない。また,母 親の愛の欠如を認識するに

は母親自身,あ まりにも孤独で疵のない存在であるといえよう。なぜなら夫 と

の死別による悲 しみとは疵ではない。それはつつみ隠す必要がないからであ

る。 この疵のない完結 したラステニーの内面に対応するかのように実現 した純
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粋な残酷が,彼 女の 〈処女懐胎〉なのである。彼女の属性は,そ の無垢が疵つ

けられなかつたと同様,不 可解な妊娠によつて少 しも疵つけられてはいない。

むしろそれは彼女の不安に満ちた内省的生活にこそふさわ しい事件であつたと

いっても過言ではあるまい。

ところで被造物 と造物主 との一体化は,造 物主の完結性に疵をつけ,そ の疵

を通 じることによって行われる,と ジョルジュ ・バタイユはいう10)。キ リス ト

を礫にすることによつて神の完結性は損なわれ,人 類は悪の絶頂に達 した。こ

のように神と人間との一体化は,人 間が悪の絶頂をきわめたときに実現する。

これと同様,諸 存在間の交流も疵を負わない完結 した者同士のあいだには成立

しない。とすれば疵のないところには神 との交流 も他者との交流 も成立 しない

といえよう。 ジャック・プチは,ド ールヴィイの描 く女性は 〈スフィンクス的

な女性〉,矛 盾 した性格を合わせもつ謎めいた存在であると指摘 している11)。

ドールヴィイは女性たちの相矛盾する性格にけつして分析のメスを入れない

が,こ れは当然といえよう。なぜならラステニーの妊娠がそ うであつたよう

に,そ こには秘密など存在 しないか らである。彼女たちの矛盾した性格 とは天

与のものであつて疵ではない。つまり ドールヴィイの描 く女性は完結 した存在

なのである。彼女たちが不可能な存在として認識 されるのはこの完結性のため

であるといえよう。以上のように論理を展開した上で,プ チは,こ の完結性が

他者に落とす影を 〈去勢〉としてとらえている12)。つまり謎めいた女性との遊

遁によって男性 は力を奪われてしまうのである。 この傾向は ドールヴィイの代

表作である6つ の短編から成 り立つ 『魔性の女たち』に顕著である。たとえば

『無神論者たちの饗宴にて』で,妖 婦 ロザルバ と関係を結 び,彼 女の息子の父

親 となつたメニルグランは,彼 女の存在のあまりの印象深さに,そ れ以後すべ

ての女性にたいして無関心となる。また 『ある女の復讐』の トレッシニィも,

高貴な身分か ら最下層の娼婦へと身を落としたシェラ・レオネ公爵夫人 と出会

うことで,そ の快活さを奪われ憂諺な人間に変貌 してしまうのである。不可能

な存在を目の当たりにした者たちは,肉 眼で太陽を見た者のように盲 しいると

いえよう。

このようにベルナノスの作品では,秘 密=疵 に苛まれる人物は他者との出会

いのなかに解放への突破口をもとめる。 これにたいして ドールヴィイの作品で

は,完 結 した存在であるがゆえに交流不可能な人間を目の当たりに した人物

は,よ りいっそう閉塞的な状態へと追い込まれて しまうのである。ベルナノス

とドールヴィイの作品の質的差異が,秘 密=疵 の不在にあるとすれば,そ れは



53

とりもなおさず神と人間との媒介者キ リストの不在であるといえよう。それで

はキ リス トの象徴ともいえる 〈子供〉 というイマージュは,双 方の作家にどの

ような相違をあたえているのだろう。

3

ヘルマ ン・ホーファーは,ベ ルナノスよりも無慈悲で厳格な ドールヴィイ

は,前 者が子供時代を聖寵の時代としているのと違い,け つしてその時代に魂

の救済につながる力をあたえていないと指摘 している13)。この指摘は,双 方の

作家が子供の死にいかなる機能を担わせているかということにもあてはまる。

たとえば 『ウィーヌ氏』 における牛飼いの少年の死は,キ リス トの十字架上で

の死と同様の機能を有 しているのと思われる。なぜならこの事件によつて,無

実の罪を着せ られた密猟者夫婦の心中,少 年の葬儀におけるネレイス夫人のリ

ンチ事件など,惨 た らしい事件が続出し,フ ヌイーユの教区はその腐敗を露に

するか らである。つまり少年は彼の死を通 してフヌイーユの教区をその悪のき

わみに達させる機能を担つたのである。神 との交流のためには,人 間はその悪

のきわみに達 し,神 の完結性に疵をつける必要がある。それはキリス トの礫刑

によつて象徴される。とすれば,た とえこの教区に新 しい信仰心が芽ばえなく

とも,そ れを芽ばえさせるためには,こ の少年の死は不可欠であるといえよ

う。興味ぶかいことにベルナノスの先行作品で,こ の牛飼いの少年と同 じ機能

をもつ死者 は少年,あ るいは男の赤ん坊なのである。『田舎司祭の日記』の伯

爵夫人は,赤 ん坊であった時分に死んだ息子への愛情のために,神 にも他者に

も心を閉ざして生きつづけていた。 しかし彼女がふたたび神に心を開 くのは,

まさにこの息子への愛ゆえである。そして彼女は自身の秘密であり疵であるも

のをともに担つた他者である司祭のことを 「もうひとりの子供」[ll65]と 呼

ぶ。また 『悪魔の陽の下に』では,絶 望の誘惑に陥 つた晩年のランブルの聖者

は死んだ少年と対峙する。彼はこの少年を蘇 らせることができないが,そ れは

彼が悪魔の誘惑につまずいたたあであつて,こ の少年を蘇 らせることが彼に新

たな生命をあたえるという機能を担つていたことは疑 うべくもない。少年たち

の姿は幼子イエスのそれである。 さらにはラステニーと同様,死 産児を出産 し

た人物として,『悪魔の陽の下に』のムーシェットを挙げることができる14)。

しかしなによりも自分の意志で愛人と情交を重ねたことが彼女 とラステニーと

の大きな違いである。そ して,愛 人とはムーシェットにとって解放者であった
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ことを思えば,こ こでもやはり死んだ子供はキ リス トとしての機能をおびてい

るといえる。つまりこの死産児とは子供自体の無意味さというより,む しろ彼

女にとつて解放者=キ リス トであると思われた愛人の失墜 と対応 しているので

はないか。 このようにベルナノスにとつて子供の死がキ リス トの介入と重なり

合 うのにたいして,ド ールヴィイの場合はどうであろうか。

無垢という属性において完結 しているラステニーの出産は,い やがうえにも

処女マ リアの懐胎を連想 させる。 とすれば生まれた子供 はキリス トにあたる

が,そ れは死産児なのである。つまりキ リス トの存在はここには介入すること

ができない。それどころか子供はラステニーの意に反 して生 まれたのであるか

ら罪の果実 とさえいえない。またプチによれば,ド ールヴィイの作品では母親

は自分の子供を愛さないばか りか,彼 女たちの存在が子供の苦悩や死の原因に

さえなるという15)。「名前のない物語』においても,あ まりに不条理な子供の

誕生 と死を前に疲れ切つた娘ラステニーを,母 であるフェルジョル男爵夫人は

いたわろうとしない。そればかりか妊娠 という事実をあくまで も否定 してきた

娘にその死産児をつきつけ,自 分の非難が正 しいことを証明するとき彼女は残

酷な喜びにとらわれる。絶望 しきつたラステニーは母親に反抗する気力も奪わ

れ,自 らの胸に18本 のピンを刺 したまま褥に横たわり,出 血するにまかせて

緩慢な自殺を遂げる16)。後にラステニーの無実が明 らかにされたときフェル

ジョル男爵夫人 はつぎのようにいう

ああ,司 祭様,司 祭様,そ のよいお知 らせは遅すぎました。ラステニーを殺 したのは

この私です。あの男は,司 祭は,あ の男の罪を私は信 じたくありません。娘に殺すよ

りもさらに悪をなしたあの司祭 は,そ の不敬な手に娘を抱 きなが ら殺すことはしな

かつた。あの男は娘を汚 し,衰 えさせただけなのです。そしてあの子を殺すようにと

私の手に委ねていった。だから私が娘を殺 しました。私は娘を殺すことによつてあの

男が始めた犯罪を終わらせたのです。[A.360]

ラステニーはリキュルフ神父 と母親の被害者と見えるが,彼 女の自殺は自身の

純潔への固執である。その意味において彼女の死は母にたいする反抗であると

いえよう。だがそれは自身の性格への耽溺であつて,け っして罪が正当に裁か

れることや母親 との和解を欲するものではない。彼女は犯罪の犠牲者でいるこ

とに甘ん じたのである17)。つまりフェルジョル男爵夫人の言葉 どおり,ラ ステ

ニーの死 とはひとつの犯罪の終わ り以外のなにものでもない。ベルナノスのそ

れとは対照的な子供の死の無意味性は,ド ールヴィイの他の作品にも見ること
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ができる。『ホイス ト・ゲームのカー ドの裏側』では植木鉢のなかか ら赤ん坊

の死体が発見されるが,そ れにはただ起こりえた犯罪の恐 ろしさを感 じさせる

だけの働 きしかない。 また,『無神論者たちの饗宴にて』で,両 親か ら熱愛 さ

れたが早 くに死んだ不義の子の心臓は,ガ ラスの骨壺のなかに大切に保存 され

ていた。 しかしそれが自分の子供ではないと知つた父親 は,怒 りのあまりその

心臓を母親の顔に投げつける。2人 は自分たちの子供の心臓で叩きあうという

凄惨な場面が くり広げられるのだが,「父親と母親が,自 分の子供の心臓でた

がいの顔を叩きあっているという,世 に もおぞましい姿 は,確 かに歴史はじ

まつて以来最初のことだろう」[A.225]と いうドールヴィイの語 り口調は皮

肉である。 これは恐ろしい醜悪な場面であるが,罪 に対応する気分 とは厳粛さ

であるというキルケゴールの言葉を想起すれば⑧,こ の皮肉によつて罪の厳粛

さは半減され ますます無意味なものと化 しているように見える。 このように

ホーファーの指摘について検証 したが,彼 の指摘の正 しさは,子 供や若者が壮

年あるいは老年の人間にたいしていかなる作用を及ぼすかにも表れている。

ウィーヌ氏はフヌイーユの司祭 に子供時代の大切 さについて語る

「私はいつも子供時代 というものを大切にしてきました」 とウィーヌ氏は滑稽な足踏

みを強めながら言 つた。 しかし一点を見つめたその視線はかえってそのしぐさをいつ

そう奇妙なものにしていた。「子供時代を愛 し,大 切にしてきたのです。子供時代は

地の塩です。それが味を失つた世界はたちまち腐敗と壊疽で蔽い尽くされてしまうで

しょう。腐敗 と壊疽にです」[1492]

秘密の重要さと同様,こ の悪魔的な人物による子供時代にたいする肯定は,逆

説的にその価値を強調するものであるのはいうまでもなかろう。スティニーが

ウィーヌ氏のなかに不在の父を求めていたように,ウ ィーヌ氏はスティニーの

中に自分の子供時代を見ているのである。また,牛 飼いの少年の葬儀で起こつ

たリンチのさい,ネ レイス夫人が最初に村人のひとりに手をかけられたとき,

彼女は2度 「フィリップ」と叫ぶ[1503]。 彼女がそれまで少年をスティニー

という架空の名で呼んでいたことを思えば,こ の 「フィリップ」という叫びに

は特別な意味が込められているといえよう。つまり,そ の死によってフヌイー

ユの教区を腐敗の極みに達させた少年の葬儀の場で,も うひとりの少年に救け

を求める彼女の行為は,キ リス トをよび求める行為に等 しいのではないか。マ

ニーが,ス ティニーの純潔さゆえに ミスもネレイス夫人もウィーヌ氏 も彼に身

を投げかけると指摘 しているように19),ベ ルナノスの描 く子供はその純潔ゆえ
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に大人や老人たちの欲望をかき立てるのである。つまり,子 供という鏡のなか

に自分の姿を投影 した老人は心を揺さぶ られるのだ。一方,フ ェルジョル男爵

夫人は,夫 を失 った悲 しみのたあに,娘 と2人 で隠遁生活を送 つている。「彼

〔夫〕は唯一の鏡であつて,彼 女はそのなかの自分の姿にほれぼれと見入つて

いたのだつた」[A.276]。 そしてこの 「唯一の鏡」が壊れたとき,彼 女はもは

やいかなる鏡 も欲 しないのである。娘のラステニーといえども例外ではない。

夫が死んだとき彼女は自分 自身を葬 り,彼 女の生は完結 した。そして何者もこ

の完結性に疵をつけることはできないのである。フェルジョル男爵夫人は 「40

を少 し越えた」[A.276]女 性であるが,こ の年齢は老いの兆 しが現れはじめ

るころである。プチは,『魔性の女たち」の登場人物 もまた,ほ とんどがこの

年齢であることを指摘する20)。『ドン ・ジュァンの最 も美 しい恋』 の主人公で

ある美貌を誇るラヴィラの額には雛が刻まれはじめている。彼は数ある恋愛遍

歴の中で最 も印象的な女性について物語る。それは彼に恋をしながらも,彼 を

恐れ避け続けた醜い禁欲的な少女であつた。 しかしその思い出は彼の享楽的な

生活になんの影響も及ぼさない。また,共 謀 して先妻を殺害 し,サ ヴィニィ伯

爵と結婚 した 『罪のなかの歓び』のオー トクレールは,子 供がほしくないかと

いう医者の問いにたいして,子 供は不幸な女の慰み者だと口にする。フェル
ジョル男爵夫人 も 『魔性の女たち』の登場人物 も,そ れが享楽的なものであれ

禁欲的なものであれ 自らの生活に耽溺 し,子 供の存在によって心をかき乱 さ

れることはない。以上のように秘密=疵 の不在は,ベ ルナノスとドールヴィイ

とで,子 供 というイマージュにかん して,ま ったく相反する機能をあたえてい

るのである。

結 語

罪の罪たるゆえんがその閉塞的な性格,す なわちコミュニケーションの不可

能性であるとき,老 いというイマージュは,ベ ルナノスにとつてもドールヴィ

イにとつてもキ リス ト出現以前の罪の世界を表 しているといえる。 しかし,ベ
ルナノスにとっての子供 とは,そ の純潔ゆえに自分を閉 じ込めるものからの解

放を求め,反 逆を起 こす ものである。反逆とは社会にたいする挑戦であり,社

会参加を意味する。彼 らは交流を求める激 しい欲求を抱いているのである。秘

密 とは疵そのものであり,交 流の成立 とは疵 と疵の上に成 り立つとき,ベ ルナ

ノスの作品世界とは秘密の重要性が強調 されるものである。これにたいして,
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若さのもつ純潔さえそれ自体への固執で しかない ドールヴィイの世界は,疵 二

秘密のない完結 した世界である。 これは罪への耽溺にほかな らない。 とすれば

ドールヴィイは,キ リスト出現以前の旧世界を描き,ベ ルナノスは,罪 の世界

に新 しい生を与えるキ リス トの存在の介入を描いたと結論できるのではあるま

いか。
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